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 近年，凝縮系物理学においてトポロジーの果たす役割への関心が大きく広がっている。特
に，三次元的なバンド構造を持ち，表面にトポロジカルな電子状態を示すトポロジカル絶縁

体やワイル半金属に大きな注目が集まってい。ワイル半金属では，空間反転対称性が破れて

バンドのスピン縮退が解け，大きなスピン・軌道相互作用（SOI）が働くことで，互いに異

なるカイラリティを持つワイル点の対が現れる。 

	
 我々は，空間反転対称性を持たず SOIが大きい遷移金属モノプニクタイド（NbP, TaP等）

を対象とし，NMRや NQRを用いて、特にワイル点近傍の低エネルギー磁気励起を中心に

研究を進めている。図に示したのは，粉末 TaPの 181Ta-NQRで得られたた 1/T1Tの温度依存

性である。TaPのバンド構造計算からは，図中に示すW1，W2の 2種類のワイル点が現れ

ることが分かっている[1]。1/T1T(T)の実験結果からわかるように T*≈ 30 Kで緩和機構にクロ

スオーバーが存在し、T*以上では EFに近い Ek∼k 

を持つW2からの寄与により 1/T1T ~ T 2の振る舞

いが現れ，T*以下では Ek∼k2を持つ通常のバンド

からの寄与が支配的となって状態密度が緩やかに

温度依存する Korringa機構が主役を演じている

（矢印参照）。	
 我々は，ワイル点近傍の磁気励起

と，ワイル半金属において現れる，ワイル点に特

徴的な異常な温度依存性を持つ超微細結合[2]を

組み合わせることで T*以上での 1/T1Tの振る舞い

を説明した[3]。 

講演ではその内容を NbPの 93Nb NMRの結果と

合わせて議論しNMRやNQRがバルクのWeyl 物

理を研究する上で如何に有効であるかを示す。 
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